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調
査
研
究
・
政
策
提
言
担
当

高
橋 

清
貴

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
を
市
民
の
立
場

か
ら
提
言
し
監
視
す
る

洞爺湖は持続的
世界の夢を見るか？

　7月上旬、北海道洞爺湖に先進8ヵ国の首脳が集まる。G8サミット
だ。世界からNGOや社会運動グループも集まり、提言や抗議活動を
繰り広げる。良くも悪くも、いま目の前にある”世界”をコントロー
ルする、あるいはしようとしているこの集まりをNGO/市民としてど
うとらえ、どう向き合うか、日本のNGOの取り組みを紹介すると共
に、いま世界を覆う緊急課題である平和、そして食糧危機と農業の崩
れについて、JVCの現場から報告してもらった。（編集部）

特集

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
大
学
卒
業
後
、
青
年
海
外

協
力
隊
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
勤
務
。
そ
の
後
留
学
。
九

六
年
よ
り
現
職
。
農
村
金
融
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
、
国
連
改
革
、
軍

と
人
道
支
援
の
関
係
な
ど
に

関
わ
る
。
〇
五
年
よ
り
恵
泉

女
学
園
大
学
助
教
授
を
兼
任
。

1) 環境・気候変動
　・地球環境問題でイニシアチブを発揮、特
　  に2013年以降の次期枠組みに関する
　  国連での議論を後押し
2) 開発・アフリカ
　・2015年までのミレニアム開発目標
　　（MDGs）達成に向けたメッセージを出
　  す
　・第4回アフリカ開発会議の成果をサミッ
    トにつなぐ
3) 世界経済
　・世界経済の持続的成長、投資、貿易、知
　  的財産権保護などを含む世界経済に関
　  わる諸問題につき議論
4) 不拡散をはじめとする政治問題
　・不拡散体制の強化に向けて強いメッ
　　セージを出す
　・テロ、地域情勢について取り組む

北海道洞爺湖サミットの主要テーマと　
日本として目指すこと
　　　　　　　　　(G8サミット公式サイトより抜粋)

サ
ミ
ッ
ト
、
今
年
の
課
題

　
七
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
北

海
道
洞
爺
湖
に
世
界
の
首
脳
が
集
ま
っ

て
様
々
な
テ
ー
マ
を
話
し
合
う
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
は
日
本
で
開
催
さ
れ
る
た
め
に
、
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
）
が
中
心
と
な
っ
て
「
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
結
成
し
、
政
策

提
言
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
起
ち
上
げ
の

準
備
段
階
か
ら
人
権
・
平
和
ユ
ニ
ッ
ト

の
運
営
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　
今
年
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
気
候

変
動
・
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
、
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
や
石
油
高
騰
、
食
料

高
騰
な
ど
の
世
界
経
済
問
題
、
ア
フ
リ

カ
の
開
発
問
題
、
そ
し
て
核
不
拡
散
な

ど
安
全
保
障
に
関
す
る
政
治
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
気

候
変
動
問
題
は
、
先
進
国
が
具
体
的
で

実
効
性
の
あ
る
削
減
目
標
を
提
示
で
き

る
か
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
日
本
は
具
体
性
の
あ
る
中
期
目

標
を
提
示
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
世
界
経
済
問
題
に

つ
い
て
も
、
六
月
中
旬
の
財
務
大
臣
会

合
に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
た
が
決
定
的

な
処
方
箋
を
打
ち
出
せ
て
い
な
い
。
ア

フ
リ
カ
・
開
発
問
題
で
は
、
資
源
を
巡
る

投
資
と
貿
易
の
競
争
が
激
化
す
る
な
か

で
、
人
々
の
生
活
の
改
善
が
捨
て
置
か

れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　
む
し
ろ
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
政
治
問

題
の
「
成
果
」
で
あ
る
。
温
暖
化
や
世
界

経
済
問
題
の
影
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
し
て
の

原
子
力
推
進
、
対
テ
ロ
対
策
と
し
て
の

治
安
強
化
の
議
論
が
進
む
で
あ
ろ
う
。

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
国
家

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

強
ま
っ
て
い
る
の
が
現
在
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
で
あ
る
。
サ

ミ
ッ
ト
と
は
、
そ
の
た
め
に
先
進
国
自

体
で
政
策
を
「
調
整
」
し
、「
協
調
」
や

「
配
慮
」
を
行
な
う
場
で
あ
り
、
同
時
に

政
権
の
権
威
を
自
国
の
有
権
者
に
印
象

づ
け
る
効
果
を
ね
ら
っ
て
企
画
さ
れ
る

政
治
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
提
言

　
こ
う
し
た
サ
ミ
ッ
ト
に
対
し
、
議
長

国
で
あ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
「
そ
の
責

任
」
を
果
た
す
た
め
に
活
発
に
動
い
て

い
る
。
環
境
問
題
、
世
界
経
済
と
開
発
の

問
題
、
そ
し
て
政
治
問
題
を
話
し
合
う

サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
環
境
、
貧
困
・
開
発
、
人

権
・
平
和
の
三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
提

言
書
を
作
成
し
て
い
る
。

　
環
境
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
気
候
変
動
、
生
物

多
様
性
、
３
Ｒ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
三

つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に

気
候
変
動
が
危
険
な
レ
ベ
ル
に
達
成
す

る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
大
幅
削
減
と
途
上
国
で

気
候
変
動
に
よ
る
悪
影
響
へ
の
適
応
策

を
進
め
る
た
め
の
支
援
の
強
化
を
求
め

て
い
る
。
六
月
に
発
表
さ
れ
た
福
田
ビ

ジ
ョ
ン
に
対
し
て
は
、
二
〇
五
〇
年
ま

で
に
六
〇
〜
七
〇
％
の
削
減
と
い
う
長

期
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
は
評
価
し
つ

つ
も
、
中
期
目
標
が
不
十
分
な
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
貧
困
・
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）、
保
健
医
療
、
基
礎
教

育
・
児
童
労
働
、
貿
易
・
投
資
、
革
新
的

資
金
創
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
課
題
に
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　持続可能な社会の実現を目指して、環境、平和、人
権、世界の貧困問題の解決と開発などの地球規模の
課題に取り組んでいるNGOが、今回の北海道洞爺湖
サミットに向けて結成したフォーラム。
　NGOが取り組んでいる諸問題に対して、G8諸国
は政治・経済的に大きな影響を持っており同時に責
任を負っているものとして、サミットにおいて諸問
題に対して効果的な対策の実施が合意されることを
目指して、提言活動などを行なっている。

G8サミットNGOフォーラムとは G8サミットNGOフォーラム 代表　星野 昌子さん

「日本のNGOはこれまで個々に『政策提言』
活動を行なってきたが、今回のように分野を
越えて141もの団体が一つになってそれを
行なうのは初めてのことだ。発足以来あらゆ
る機会を捉えて意見を表明し、いよいよ７月
の本番に向けて総力を挙げている。サミット
での結論にどのくらい影響を与えることがで

きるのか、そして日本の一般市民に『NGOの提言活動の意義』
を理解していただく機会にすることができるかどうか、フォー
ラムは正念場を迎えている」

関連日程

3/14～16

4/5～6
4/23～24
5/11～13
5/24～26
5/28～30
6/7～8
6/11～7/9
6/13～14
6/15
6/26～27
7/6～8
7/7～9

気候変動・クリーンエネルギー
及び持続可能な開発に関する閣
僚級対話（千葉）
開発大臣会合（東京）
Civil G8 対話（京都）
労働大臣会合（新潟）
環境大臣会合（神戸）
TICAD IV（横浜）
エネルギー大臣会合（青森）
市民G8ウィークス（北海道）
財務大臣会合（大阪）
科学技術大臣会合（沖縄）
外務大臣会合（京都）
市民サミット2008（北海道）
北海道洞爺湖サミット（北海道）

※各日程はG8サミット公式サイトおよびG8サミットNGOフォーラ
ム公式サイトを参考

■サミット本会議では、政治・経済以外でもG8以外の国を交え
　ての拡大会合が開かれる。
　7/7　アフリカ開発拡大会合（G8+南アフリカ、アルジェリ　
　　　　ア、エチオピア、ガーナ、ナイジェリア、セネガル、
　　　　タンザニア、AU委員長）
　7/9　主要排出国会合（G8+中国、インド、ブラジル、メキシ
　　　　コ、韓国、インドネシア、オーストラリア、南アフリカ）

取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
保
健
医
療
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
人
に
保
健

サ
ー
ビ
ス
を
」
実
現
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に

保
健
と
教
育
を
中
心
に
援
助
の
増
額
と
質
の
向
上
を
求
め
て
い
る
。

　
人
権
・
平
和
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
核
軍
縮
・
不
拡
散
、
平
和
構
築
、
反
「
テ

ロ
」
政
策
、
先
住
民
族
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
身
売
買
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
不
拡
散
体
制
の
強
化
が
昨
今
の
外
交
の
中
心
課
題
で
あ
る

が
核
保
有
国
の
軍
縮
の
怠
慢
と
二
重
基
準
が
問
題
で
あ
る
。
特
に
気
候

変
動
問
題
と
の
連
関
で
原
子
力
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

不
拡
散
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
っ
て
、

反
「
テ
ロ
」
政
策
の
も
と
で
過
剰
な
警
備
と
排
外
主
義
の
下
で
の
外
国

人
や
貧
困
者
に
対
す
る
差
別
的
取
り
扱
い
が
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
が
ア
イ
ヌ
を
先
住
民
族
と
す
る
北
海
道
だ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
の
実
現

を
求
め
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
存
在
自
体
を
ど
う
見
る
か

　
確
か
に
、
サ
ミ
ッ
ト
で
話
し
合
わ
れ
る
課
題
は
重
要
で
あ
り
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
側
か
ら
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
こ
と
が
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
サ
ミ
ッ
ト
で
何

が
議
論
さ
れ
て
き
た
の
か
を
俯
瞰
し
て

み
れ
ば
明
ら
か
だ
。
サ
ミ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
直
前
の
七
〇
年
代
前
半
、
皮
肉
に

も
今
年
と
同
じ
よ
う
に
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
、
食
料
高
騰
、
そ
し
て
金
融
不
安
が
続

い
て
い
た
。
冷
戦
体
制
の
な
か
で
資
本

主
義
陣
営
が
劣
勢
に
立
ち
、
そ
れ
に
産

油
国
を
は
じ
め
と
す
る
「
南
」
の
反
発
が

結
び
つ
い
た
こ
と
に
危
機
感
を
募
ら
せ

た
先
進
国
首
脳
が
、
国
連
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
サ
ミ
ッ
ト
を
誕
生
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
七
〇
年
代
の
サ
ミ
ッ
ト
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
我
々
の
経
済
成
長
が

途
上
国
に
は
必
要
」
で
あ
っ
た
。
八
〇
年

代
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
保
護
主
義
は
問

う
た

題
を
創
り
出
す
」
と
謳
い
、
途
上
国
に
自

由
貿
易
と
債
務
返
済
を
促
す
た
め
に
民

営
化
、
緊
縮
財
政
、
規
制
緩
和
を
柱
と
す

る
構
造
調
整
を
押
し
つ
け
て
い
く
。
こ

の
貿
易
の
自
由
化
圧
力
は
日
本
に
も
向

か
い
、
そ
の
結
果
、
日
本
は
「
新
し
い
市

場
」
を
求
め
て
、
冷
戦
が
終
わ
っ
た
九
〇

年
代
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
支
配
構
造
の
再
構
築
に
向
か

う
こ
と
に
な
る
。
九
〇
年
代
に
ア
ジ
ア

向
け
を
中
心
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
増
え
た
理
由

で
あ
る
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
入
り
、

先
進
諸
国
は
九
・
一
一
を
契
機
に
、
こ
れ

ま
で
享
受
し
て
き
た
新
自
由
主
義
体
制

を
守
る
た
め
に
、「
自
由
と
繁
栄
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
直
接
的
に
政
治

介
入
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。「
対
テ
ロ

戦
争
」
が
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

特集■洞爺湖は持続的世界の夢を見るか？

サ
ミ
ッ
ト
が
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
〇
四

年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
小
泉
元
首
相
は
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
に
自
衛
隊
派
遣
継
続
を
約

束
し
て
国
内
の
議
論
を
抑
え
て
い
っ
た
。

　
ま
す
ま
す
そ
の
深
刻
度
を
増
す
貧
困

や
紛
争
、
環
境
問
題
に
対
し
て
、
サ
ミ
ッ

ト
は
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
何
ら
の

解
決
策
を
提
示
で
き
て
い
な
い
事
実
を

思
い
返
す
べ
き
だ
ろ
う
。
サ
ミ
ッ
ト
と

は
、
先
進
国
が
自
国
の
都
合
を
踏
ま
え

な
が
ら
世
界
を
主
導
す
る
た
め
に
、
経

済
・
政
治
上
の
政
策
を
八
ヵ
国
で
「
調

整
」
し
「
協
調
」
す
る
こ
と
が
主
目
的
で

あ
る
。
環
境
や
貧
困
の
問
題
は
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
「
配
慮
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
際
社
会
に
共
通
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し

て
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
演

出
す
る
。
サ
ミ
ッ
ト
と
は
「
先
進
国
」
を

中
心
と
し
た
世
界
像
を
象
徴
的
に
確
立

す
る
政
治
的
儀
礼
な
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
と
い
う
存
在
に
疑
問
を
呈
し
つ
つ
、

平
和
や
人
権
と
い
っ
た
領
域
で
ど
の
よ

う
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
市

民
の
立
場
か
ら
し
っ
か
り
と
監
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
地
球
上
の

問
題
を
作
り
出
し
て
き
た
張
本
人
の
先

ぎ 

ま 

ん

進
国
の
「
政
治
的
儀
礼
」
の
欺
瞞
性
に
問

い
か
け
る
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
必
要
で

あ
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
な
が
ら
も
、
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
「
お
祭

り
」
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
サ
ミ
ッ
ト

後
を
見
据
え
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割

を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。
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 タイの事例

　
タ
イ
の
農
民
人
口
は
、実
は
す
で
に
四

十
％
に
満
た
な
い
。農
業
従
事
者
は
年
配

層
ば
か
り
で
、後
継
者
問
題
は
深
刻
で
あ

る
。
食
糧
危
機
や
世
界
の
農
産
物
需
要

は
、生
産
者
で
あ
る
タ
イ
の
農
民
に
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

農
民
は
素
通
り

　
世
界
な
米
価
の
高
騰
で
、タ
イ
国
内
で

の
コ
メ
の
買
価
も
上
昇
し
て
い
る
。コ
メ

も
み
ご
め

業
者
が
農
民
か
ら
買
う
価
格
は
、籾
米
で

香
り
米
一
ト
ン
あ
た
り
約
一
万
二
千

バ
ー
ツ
（
約
四
万
円
）、
標
準
米
一
ト
ン
あ

た
り
約
七
千
バ
ー
ツ
（
約
二
万
三
千
円
）。
現

在
は
香
り
米
で
一
万
八
千
バ
ー
ツ
（
約
六

万
円
）、
標
準
米
で
一
万
二
千
バ
ー
ツ
（
約

四
万
円
）
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
価

高
騰
の
利
益
が
タ
イ
の
コ
メ
生
産
者
に

届
く
と
考
え
る
の
は
安
易
す
ぎ
る
。

　
ま
ず
、化
学
肥
料
代
の
高
騰
で
生
産
コ

ス
ト
が
倍
増
し
て
い
る
。タ
イ
は
化
学
肥

料
原
料
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
輸
入
し
て
お

り
、中
国
が
化
学
肥
料
の
基
礎
原
料
の
輸

出
を
抑
制
す
る
目
的
か
ら
輸
出
税
を
引

き
上
げ
た
た
め
、国
際
相
場
が
上
昇
し
て

い
る
の
だ
。

　
ま
た
、雨
季
米
は
十
二
月
に
す
で
に
収

穫
さ
れ
て
お
り
、そ
の
七
〇
％
が
コ
メ
商

人
、
す
な
わ
ち
地
元
の
商
人
、
精
米
業

者
、
輸
出
業
者
の
手
の
中
に
あ
る
。
コ
メ

は
農
民
の
手
か
ら
離
れ
て
お
り
、値
上
が

り
の
利
益
の
大
半
は
仲
買
商
や
取
引
業

者
が
吸
い
上
げ
て
い
る
。北
部
チ
ェ
ン
ラ

イ
県
で
は
仲
買
商
の
言
い
値
を
不
満
と

す
る
数
千
人
の
農
民
が
抗
議
行
動
を
起

こ
す
事
態
も
発
生
し
た
。

ゴ
ム
に
夢
を
つ
な
い
で

　
東
北
タ
イ
の
主
要
作
物
は
、
コ
メ
の

他
に
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と

い
っ
た
商
品
作
物
で
あ
る
。
あ
る
程
度

広
い
土
地
を
所
有
す
る
も
の
は
、
ま
ず

稲
作
、
そ
し
て
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
。
多
く
の
場
合
、
地
域
の
農
業
局
そ

れ
を
奨
励
し
、
無
料
で
苗
木
や
化
学
肥

料
を
配
布
す
る
。
最
初
に
言
わ
れ
る
の

は
、
驚
く
ほ
ど
高
い
買
い
取
り
価
格
。
そ

れ
を
夢
見
て
誰
も
が
栽
培
を
始
め
る
。

　
広
大
な
土
地
で
の
単
一
栽
培
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
商
品
作
物
の
生
産
は
、
土

壌
を
疲
弊
さ
せ
、
化
学
肥
料
の
投
入
量

は
年
々
増
え
て
い
く
。
市
場
価
格
は
安

定
せ
ず
、
生
産
者
が
増
え
る
ほ
ど
価
格

は
下
落
す
る
。
生
産
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

借
金
が
増
え
る
悪
循
環
。
そ
ん
な
と
き

に
、
新
た
に
夢
の
よ
う
な
話
が
舞
い
込

ん
だ
。
ゴ
ム
植
林
で
あ
る
。

　
タ
イ
は
天
然
ゴ
ム
の
生
産
が
世
界
最

大
で
あ
る
。
元
々
は
南
タ
イ
が
主
要
生

産
地
で
あ
っ
た
が
、
東
北
タ
イ
で
も
約

二
十
年
前
か
ら
政
府
に
よ
る
調
査
が
始

ま
り
、
栽
培
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、

政
府
は
ゴ
ム
植
林
を
奨
励
し
始
め
た
。

　
ム
ク
ダ
ハ
ン
県
ニ
コ
ム
カ
ム
ソ
イ
郡

ノ
ン
ウ
ェ
ン
区
ノ
ン
ウ
ェ
ン
ヤ
イ
村
の

ノ
ン
ラ
ッ
ク
・
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
さ
ん
（
女

性
、
四
十
二
歳
）
は
、
夫
婦
二
人
で
稲
作
十

ラ
イ(

約
一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル)

、
ゴ
ム
を

九
ラ
イ
植
林
し
て
い
る
。
十
五
年
前
に

農
業
局
の
勧
め
に
よ
り
両
親
が
ゴ
ム
植

林
を
始
め
、
四
年
前
に
自
分
た
ち
で
も

植
林
を
始
め
た
。
ゴ
ム
が
収
穫
で
き
る

の
は
七
年
目
か
ら
。
初
期
投
資
と
し
て

こ
う
き

耕
起
代
、
加
え
て
化
学
肥
料
代
が
毎
年

か
か
る
も
の
の
、
農
業
局
か
ら
苗
木
を

無
料
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。「
十
ラ

イ
あ
れ
ば
年
間
十
四
万
バ
ー
ツ
（
約
四
十

六
万
円
）
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
聞
い
て
、

私
た
ち
も
始
め
た
の
」
と
、
三
年
後
か
ら

の
収
入
を
夢
見
る
。
ゴ
ム
を
植
林
す
る

前
は
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
。
そ

の
価
格
下
落
の
た
め
に
ゴ
ム
植
林
に
変

え
た
。
ゴ
ム
植
林
人
口
が
日
々
増
え
る

中
、
三
年
後
の
価
格
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
村
の
農
家
二
百
四
十

世
帯
（
村
全
体
の
九
割
）
の
う
ち
、
す
で
に

五
十
四
世
帯
が
ゴ
ム
植
林
を
し
て
い
る
。

後
か
ら
来
る
も
の

　
最
近
で
は
、
バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
と

し
て
の
需
要
か
ら
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト

や
　
し

ウ
キ
ビ
、
そ
し
て
パ
ー
ム
椰
子
の
生
産

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
南
タ
イ
が
生
産
地

だ
っ
た
パ
ー
ム
椰
子
も
、
ラ
オ
ス
国
境

沿
い
の
ノ
ー
ン
カ
イ
県
で
は
す
で
に
試

験
的
に
四
万
本
が
植
林
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ム
の
あ
と
に
来
る
の
は
パ
ー
ム
椰
子

で
あ
ろ
う
。
世
界
市
場
に
振
り
回
さ
れ

る
タ
イ
農
民
と
そ
の
タ
イ
か
ら
の
輸
入

に
頼
る
国
々
。
そ
の
行
く
末
は
、
果
た
し

て
持
続
的
な
の
だ
ろ
う
か
。

■プロフィール
　市場調査会社勤務後、JVC
タイのインターンシップに参
加。その後、スタッフとしてタ
イに4年間駐在。　現在は退
職し、東北タイで有機農園を
営みながら、JVCや大学など
のスタディーツアーや研修を
受け入れている。

■整然と植えられたゴムの木々。
　ノンラックさん(右)は、その収穫を
　心待ちにしている。

世界のモノの流れは相互に関連しあい、他国とのつ
ながりなしに生活は成り立たない。しかし、国家間の
自由貿易に代表される大きな流れは、ときに小さな
声をかき消してしまう。

JVCタイ 農村派遣研修 受入協力

森本 薫子
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混
迷
は
続
く
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
体
の
治
安
状
況

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
混
迷
し
て
い
ま
す
。

タ
リ
バ
ー
ン
の
攻
撃
対
象
も
拡
大
し
て

い
ま
す
し
、
外
国
軍
に
よ
る
民
間
へ
の

被
害
も
後
が
経
ち
ま
せ
ん
。
〇
七
年
一

年
間
で
紛
争
の
被
害
者
は
八
千
人
を
超

え
、
民
間
人
犠
牲
者
も
千
五
百
人
を
超

え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
シ
の

代
替
作
物
計
画
も
進
ま
ず
、
政
府
は
小

麦
や
野
菜
栽
培
に
転
作
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
逆
に
ケ
シ
の
収
量
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
利
益
は
反
政
府
組

織
の
資
金
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
行

政
官
の
腐
敗
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
今
年
四
月
末
に
お
き
た
カ

ブ
ー
ル
で
の
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
暗
殺
未

遂
事
件
で
は
、
タ
リ
バ
ー
ン
の
み
な
ら

ず
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
警
察
も
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
政
府
の
治
安
能

力
に
関
す
る
疑
問
が
改
め
て
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
治
安
の
悪
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
始

め
と
す
る
欧
米
諸
国
は
さ
ら
な
る
兵
員

増
強
に
よ
り
事
態
の
打
開
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
直
接
的
な
被
害

を
被
っ
て
こ
な
か
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
で
す
ら
、
欧
米
の
軍
事
政
策
に
反

発
を
強
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「
日
本
＝
平
和
貢
献
」と
い
う
印
象

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
。
昨
年
十
二
月
、
教
育
支
援
の
調
整
の

「日本は僕らの見本だよ。広島の原爆を受けながら復興していった日本が目指すと
ころなんだよ」 昨年、アフガニスタンの農村で長谷部が聞いた言葉だ。はたして、
その日本を含む今回のサミットに集まる首脳たちに、アフガニスタンの人たちのこ
とはどのくらい見えているのだろうか――

■プロフィール
　国内で外国人労働者支援に
関わる。99年からシャンティ
国際ボランティア会で東京お
よびカンボジア駐在員。05年
6月よりJVCに参加、2008
年1月より現職。日本アフガン
NGOネットワーク(JANN)調
整員を兼ねる。

JVCアフガニスタン現地代表兼
東京事業担当

長谷部 貴俊

■長谷部が出席したアフガニスタン復興
　NGO会議の様子。フランス外相も出席
 （列内のほぼ中央、右から7人目）

アフガニスタンの事例

た
め
に
、
私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
ス

タ
ッ
フ
と
共
に
郡
の
教
育
局
長
と
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
局
長
は
「
日

本
の
支
援
は
欧
米
諸
国
と
違
い
、
市
民

の
巻
き
ぞ
え
が
多
い
軍
事
支
援
で
は
な

く
、
復
興
に
特
化
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
大
き
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

安
倍
首
相
の
辞
任
騒
動
の
際
に
イ
ン
ド

洋
で
の
給
油
支
援
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

市
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
日
本
の

イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、「
対
テ
ロ
戦

争
」
の
見
直
し
を
求
め
、
給
油
支
援
反

対
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（
地
方
復
興
チ
ー
ム
）
派
遣
反

対
の
声
明
を
昨
年
後
半
に
日
本
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｎ 

（
日

本
ア
フ
ガ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
六
団
体

の
共
同
要
望
書
を
各
政
党
に
提
出
し
、

軍
事
で
は
な
い
平
和
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

和
解
の
道
を
探
る
と
き

　
場
所
は
か
わ
り
、
こ
の
六
月
十
二
日

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
国
会
合
を
控

え
た
フ
ラ
ン
ス
。
五
月
二
十
四
日
、
パ
リ

の
国
際
会
議
場
に
世
界
か
ら
二
百
五
十

名
が
集
ま
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
Ｊ
Ｖ

Ｃ
を
含
め
三
団
体
が
出
席
し
ま
し
た
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ク
シ
ュ
ネ
ー
ル 

フ
ラ
ン

ス
外
務
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
大
臣
は
、
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
、
軍
事
支
援
継
続
を
表

明
し
な
が
ら
も
、「
和
解
」
と
い
う
言
葉

に
言
及
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
国
際
社

会
が
今
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
、
対

テ
ロ
政
策
の
見
直
し
を
模
索
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
も
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
の
重

要
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

軍
事
と
人
道
支
援
を
き
ち
ん
と
分
け
る

こ
と
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
は
も
と
も
と
軍
事
目
的

で
あ
り
治
安
に
特
化
す
べ
き
こ
と
を
、

他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
指
摘

し
ま
し
た
。

日
本
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

　
今
夏
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
テ
ロ

と
の
戦
い
」
が
主
要
議
題
の
一
つ
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
、
日
本
政
府

は
国
際
社
会
と
共
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

支
援
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
き
に
来
て

い
る
で
し
ょ
う
。
外
交
の
場
合
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
支
援
と
言
っ
て
も
日
米
関
係

を
含
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ク
タ
ー
か

ら
政
策
形
成
が
な
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
ど
こ
を
見
て
話
す
の
で
し
ょ

う
？ 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
い
る
欧
米

諸
国
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し
て

す
で
に
中
立
な
立
場
に
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
政
府
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お

い
て
和
平
の
仲
介
者
に
な
れ
る
可
能
性

の
あ
る
立
場
に
い
る
と
思
い
ま
す
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
実
を
捉
え
、
軍
事

で
は
な
く
、
法
の
支
配
も
セ
ッ
ト
で
和

平
の
模
索
を
行
な
う
べ
き
で
な
い
で

し
ょ
う
か
？

特集■洞爺湖は持続的世界の夢を見るか？
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こ
の
五
月
末
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
以
下
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
IV
）
に
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
参
加
者

数
の
多
さ
、
初
め
て
の
横
浜
で
の
開
催

な
ど
、
過
去
三
回
に
は
な
い
新
し
さ
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
に
会
議
の
具
体
的
成
果
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
日

本
政
府
は
会
議
の
成
果
物
と
し
て
ア
フ

リ
カ
開
発
の
方
針
を
示
す
『
横
浜
宣
言
』

と
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る
『
横
浜

行
動
計
画
』
を
採
択
し
ま
し
た
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）。

だ
れ
に
と
っ
て
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
？

　
こ
の
一
年
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
多
く
の
学
生
か
ら
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
い
う
声
を
聞

く
に
つ
れ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
へ
の
関
心

の
高
ま
り
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
は
政
府
主
催
の
国
際
会
議
で
あ

り
、
一
般
の
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
世
界
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

現
在
、「
貧
困
」「
紛
争
」
な
ど
現
在
ア
フ

リ
カ
が
抱
え
る
課
題
は
、「
ア
フ
リ
カ
自

体
の
問
題
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
先
進

国
に
住
む
私
た
ち
の
国
レ
ベ
ル
の
政
策
、

そ
し
て
私
た
ち
自
身
の
日
々
の
生
活
様

式
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
側

面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ

の
開
発
を
考
え
る
際
に
は
、
よ
り
多
く

の
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
本
番
直
前
の

五
月
二
十
五
日
、『P

e
o
p
le
s
 T
IC
A
D

〜
み
ん
な
も
参
加
で
き
る
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
』
を
Ｔ
Ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
（
後
述
）
と
し

て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
と
同
じ
横
浜
で
開
催

し
ま
し
た
。
横
浜
市
と
の
連
携
や
横
浜

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
支
え
ら
れ
、
幅
広
い
層

か
ら
の
三
百
人
を
超
え
る
参
加
を
得
ま

し
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
ア
フ
リ
カ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
代
表
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
主
催
者
で

あ
る
外
務
省
や
国
連
機
関
、
横
浜
市
民
、

日
本
で
活
躍
す
る
ア
フ
リ
カ
人
、
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
様
々
な
背
景
を
持
つ
人

を
迎
え
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心

の
裾
野
を
広
げ
ら
れ
た
と
と
も
に
、
市

民
社
会
を
主
役
と
す
る
「
新
し
い
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
可
能
性
」
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
議
に
市
民
の
声
を

　
Ｔ
Ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
は
、
日
本
の
ア
フ
リ
カ

関
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
Ｔ
Ｎ
ｎ

ｅ
ｔ
で
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
に
ア
フ
リ

カ
の
草
の
根
の
人
び
と
の
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

協
力
し
て
提
言
『V

o
ic
e
s
 2
0
0
8

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
に
向
け
た
ア
フ
リ
カ
・

日
本
市
民
社
会
か
ら
の
提
言
』
を
ま
と

め
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
五
月
以
降
、
外

務
省
と
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

外
務
省
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
定
期
協
議
会
」
を
隔
月
で
開
催
、

『V
o
ic
e
s
 2
0
0
8

』
を
も
と
に
し
た
具

体
的
な
政
策
要
求
を
し
て
き
た
一
方
で
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

正
式
参
加
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
本
会
議

に
お
い
て
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
発
言
権
な

し
）
の
立
場
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
一
日

目
午
後
に
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｔ

Ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
主
催
の
「
市
民
社
会
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
で
き
ま
し
た
。
約
百
六

十
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、
Ｕ
２
の
ボ
ノ

氏
や
イ
ボ
ン
ヌ
・
チ
ャ
カ
チ
ャ
カ
氏
（
ア

フ
リ
カ
の
歌
姫
）
と
い
っ
た
ア
フ
リ
カ
支
援

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
著
名

人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
日
目
午
後
に
は
国
家
元
首

が
列
席
す
る
全
体
会
議
場
で
ギ
ュ
ス

タ
ー
ブ
・
ア
サ
ー
氏
（
ア
フ
リ
カ
市
民
委
員

会
議
長
）
が
市
民
社
会
を
代
表
し
て
ス

ピ
ー
チ
を
行
な
い
、
貧
困
削
減
や
食
料

安
全
保
障
へ
の
一
層
の
努
力
の
重
要
性
、

貧
富
の
格
差
解
消
と
市
民
社
会
の
役
割

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

一
定
の
成
果
と
多
く
の
課
題

　
開
催
前
か
ら
の
市
民
社
会
の
動
き
や

Ｔ
Ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
の
提
言
に
よ
っ
て
、
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
の
議
題
に
は
「
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
本
会
議
の
成
果
で
あ
る
『
横

浜
宣
言
』
に
は
「
市
民
社
会
の
関
与
」
の

文
言
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
政
策

論
議
や
そ
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
Ｔ
Ｎ

ｎ
ｅ
ｔ
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
得
ら

TICADのその先へ

第4回アフリカ開発会議 関連報告

※注①　アフリカからの首脳クラスの参加者数：第1回=5名、第2回=13名、第3回=23名。
　　　　そして第4回＝41名。
※注②　交渉の結果、パスの数は11になりました。その一部で、JVCは「平和定着とグッドガバ
　　　　ナンス」などの全体会合に出席しました。　　
※注③　左ページにあるように、日本政府は今回多額のアフリカ向け援助を表明している。

南アフリカ事業担当　渡辺 直子

れ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
約
八

十
名
が
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
へ
の
Ｉ

Ｄ
登
録
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開

催
直
前
に
な
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
枠
へ
の
本
会

議
入
場
パ
ス
の
発
給
数
が
三
の
み
と
い

う
通
達
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
外
務

省
側
の
市
民
社
会
軽
視
と
も
と
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
、
国
際
的
な
あ

る
い
は
現
地
政
府
に
よ
る
援
助
政
策
が

実
際
に
は
草
の
根
の
人
び
と
に
弊
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
現
場
に
立
ち
会
っ
て

き
ま
し
た
。
資
金
の
投
入
が
必
ず
し
も

人
び
と
の
生
活
の
改
善
に
つ
な
が
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
現
地
で
の
経
験
を
ふ
ま

え
た
提
言
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
政
府
の
動
き
を
ウ
ォ
ッ
チ

し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
投

資
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
を
議
題
の
中

心
に
据
え
て
い
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
問
う
て
い
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV

を
機
会
に
ア
フ
リ
カ
に
関
心
を
も
っ
た

人
た
ち
が
、
今
後
も
ア
フ
リ
カ
に
関

わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
情
報
や
場
を
提

供
し
て
い
く
「
つ
な
ぎ
」
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
も
、
重
要
な
役
割
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
自
身

を
含
め
た
日
本
社
会
の
あ
り
方
を
振
り

返
り
、
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
す
べ
き
こ
と
は
何
な
の

か
、
そ
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
『P

e
o
p
le
s
 T
IC
A
D

』
の
様
子
。
様
々

　
な
面
々
が
登
壇
し
た
。

※
注
①

※
注
②

※
注
③

’

’
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　TICAD（Tokyo International Conference on African Development）は、日本政府が国連機
関（国連開発計画=UNDP、国連アフリカ特別調整室＝OSAA）、アフリカのためのグローバル連合
（GCA）および世界銀行との共催で開催する、アフリカ開発をテーマとする国際会議です。
93年の第1回会合以来5年ごとに開催され、今年5月に、第4回会議（TICAD IV）が
横浜にて開催されました。そしてその成果として、今後のアフリカ開発の取組み・方向性
を示す『横浜宣言』と、今後のTICADプロセスのロードマップである『横浜行動計画』な
どが採択されました。

　TICAD IVについて

日程：2008年5月28～30日
場所：横浜市
参加者：41名の国家元首・首脳
級（ジャン・ピンAU委員長含む）
を含むアフリカ51ヵ国、34ヵ
国の開発パートナー諸国及びア
ジア諸国、74の国際機関及び地
域機関の代表並びに民間セク
ターやNGOなどの市民社会の代
表など3000名以上

　

　TNnet 　TICAD IVへの政策的な働きかけを行なうために、07年3月に発足したNGOネット
ワークです。アフリカに関係する日本のNGO43団体が加盟しており、「アフリカ開発の
主役はアフリカの人びとである」として、外務省との定期協議会、シンポジウムなどイベ
ント開催を通して、TICAD IVに市民社会の声を反映させることを目標に活動しています。
　JVCもアフリカで活動するNGOとしてこのネットワークに参加しており、外務省との
定期協議会に出席するほか、提言『Voices 2008』作成プロセスへの参加（主に平和構
築分野）、『People's TICAD』の企画運営などに関わってきました。

■公式サイト：　http://www.ticad-csf.net/TNnet/

■公式サイト：
　外務省：TICAD（アフリカ開発会議）　http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/ticad/
　UNDP　アフリカ開発会議 -  TICAD　http://www.undp.or.jp/ticad/

『アフリカと歩こう』  JVCアフリカキャンペーン2008
　今年はTICAD IVのほかにも、7月のG8洞爺湖サミットの主要議題にもアフリ
カがあがっており、注目が集まっています。JVCは、この機会を広く一般の方にア
フリカに関心をもってもらうための契機として、2008年度をアフリカキャンペー
ンの年と設定、『アフリカと歩こ
う』と題して、多くのアフリカ関
連イベントを開催しています。お
声をかけていただければ、関東以
外の地域もスタッフがうかがいま
すので、事務局（TEL：03-3834-
2388）までご連絡ください。

キャンペーンサイトURL：
http://www.ngo-jvc.net/africa2008/

TNnetのこれまでの主な活動
07年  5月：外務省との定期協議会を開始（合計7回）
 　　   9月：提言『Voices』起草（於：ケニア・ナイロビ）、その後、100以上のアフリカNGO
　　　　　　　と対話・議論を重ねて提言を作成していく
　 　 10月：シンポジウム『市民が求めるアフリカ開発とは　～MDGs達成のためにTICADが
　　　　　　　できること～』開催
　 　 11月：TICAD地域準備会合（於：ザンビア・ルサカ、チュニジア・チュニス）に参加
08年  3月：TICAD閣僚級準備会議（於：ガボン・ルーブルビル）に参加
　　　　　　※上記2会合にて市民社会セッションを主催し、全体会議場でも提言を発表
 　　　3月：提言『Voices 2008』確定
 　　　5月：イベント『People's TICAD ～みんなも参加できるアフリカ開発会議～』開催
 　　　5月末：TICAD IV 本会議にて公式プログラム「市民社会セッション」を主催
　　　　　　※TICAD IV開催中は連日プレスリリースを発行、最終日にはNGO記者会見を主催

TICAD IV・NGOネットワーク

2012年に対アフリカODAを倍増

今後のイベント予定
7/3　　：連続セミナー『食糧価格高騰が
　　　　　アフリカ諸国に及ぼす影響』1回目
7/8　　：スーダン井谷 帰国報告会
7/17　 ：上記連続セミナー 2回目
8月　　：上記連続セミナー3回目
秋頃　　：南アフリカ津山 帰国報告会

■日本政府が公表したアフリカ支援策

・ 03～07年の平均値を基準と
　して、対アフリカODAを倍
　増する（債務救済分は除く）
・ 無償、技術協力を7億ドル→
　14億ドルに倍増
・ 円借款を積極的に供与、2倍
　以上に増額

アフリカ向け民間直接投資の倍増
　　　　　　　　　　　　　など

事務局：(特活)TICAD市民社会
フォーラム

■『横浜宣言』骨子
　・成長の加速化
　・「ミレニアム開発目標」の達成 ―人間の
　　安全保障の経済社会的側面
　・平和の定着とグッド・ガバナンス ―人間
　　の安全保障の政治的側面
　・環境・気候変動問題への対処
　・パートナーシップの拡大
　　 （この項に、「市民社会の積極的関与を確認」と
　　　 盛り込まれた）
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最
初
に
、代
表
の
谷
山
博
史
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
三
十
年

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
ま
く
状
況
を
振
り

返
っ
た
後
、「
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
援

助
に
参
入
し
て
い
る
現
状
下
に
お
い

て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
自
体
を
自
ら
疑
問

視
す
る
声
も
聞
く
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
暇
も
な
い

ほ
ど
、地
球
的
な
諸
課
題
は
限
界
に
達

し
つ
つ
あ
る
。そ
う
し
た
課
題
が
も
っ

と
も
表
出
し
て
い
る
現
場
に
立
脚
し

発
信
す
る
こ
と
こ
そ
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役

目
で
あ
る
は
ず
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、現
場
で
の
取
り
組
み
を
よ

り
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信

す
る
こ
と
で
、困
難
な
時
代
に
あ
っ
て

も
仲
間
を
増
や
し
、そ
れ
を
希
望
と
し

て
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
、と
い
う
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
①
・

 

〇
七
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告

　
ま
ず
代
表
の
谷
山
か
ら
、世
界
の
諸

問
題
に
対
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
取
り
組
み

を
概
観
し
、同
時
に
組
織
と
し
て
の
課

題
点
を
確
認
、そ
れ
ら
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
の
渡
辺
直
子
、
寺

西
澄
子
、
荻
野
洋
子
が
、
地
域
開
発
活

動
、
人
道
支
援
活
動
、
国
内
活
動
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
な
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
経
理
担
当
の
武
繁
政
昭

〇
八
年
六
月
十
四
日
、
第
九
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会
が
東
京
・
池
袋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
九
名
の
正
会
員
が
出
席
さ
れ
、
委
任
状
と
合
わ
せ
て
定
足
数
を
満
た
し
ま
し
た
。

会
報
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
／
総
務
担
当
　
　
細
野 

純
也

第
九
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会 

報
告

か
ら
決
算
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
監
事

の
樋
口
達
か
ら
決
算
は
適
正
に
実
施
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
指
摘
し
た
海
外
事
務
所

の
会
計
報
告
の
件
に
関
す
る
改
善
策
に

対
す
る
前
向
き
な
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
に
質
疑
応
答
を
行
な
い
、

報
告
・
決
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
②
・

    
〇
八
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
長
の
清
水
俊
弘

か
ら
今
春
実
施
し
た
ス
タ
ッ
フ
会
議
に

て
議
論
し
た
中
期
目
標
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
の
具
体
的
作

業
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
の
川
合
千
穂
、
佐

伯
美
苗
、
石
川
朋
子
か
ら
、
地
域
開
発

活
動
、
人
道
支
援
活
動
、
国
内
活
動
の

各
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
予

算
案
の
説
明
を
武
繁
か
ら
行
な
い
ま
し

た
。
そ
の
後
に
質
疑
応
答
を
行
な
い
、

計
画
・
予
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
③
・
役
員
改
選

　
柴
田
久
史
理
事
、
深
津
高
子
理
事
、

大
和
修
監
事
が
退
任
。
新
た
に
会
員
の

金
敬
黙
さ
ん
、
嶋
紀
晶
さ
ん
が
理
事

に
、
黒
田
か
を
り
さ
ん
が
監
事
と
し
て

新
た
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、

代
表
理
事
の
選
任
を
理
事
間
で
互
選
で

行
な
い
、
谷
山
を
選
任
（
再
任
）
す
る

こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

質
問
①
・
収
益
事
業
で
あ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
、
人
件
費
の
割
合
が
高
い
の
で
は
。
対
外
的

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
商
品
と
し
て
説
明
・
宣
伝
を
す
る
際
に
、
こ
れ
は
適
切
な
割
合
な
の
か
？

　
　
　
　
▼
カ
レ
ン
ダ
ー
特
別
会
計
の
人
件
費
に
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
、
広
報
枠
の
一
部
、

　
　
　
　
　
事
務
局
長
の
人
件
費
が
含
ま
れ
る
。現
地
で
の
事
業
に
関
す
る
資
金
は
得
ら
れ
や
す

　
　
　
　
　
い
が
、
事
業
の
調
査
・
評
価
な
ど
の
経
費
（
事
務
局
長
が
多
く
関
わ
る
）
は
得
ら
れ

　
　
　
　
　
ず
ら
い
こ
と
か
ら
の
構
成
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
①
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
、
他
団
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
聞
い
た
話
と

　
　
　
　
か
な
り
異
な
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
説
明
は
綺
麗
事
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
。

　
　
　
　
▼
現
地
の
人
々
の
労
苦
は
続
い
て
お
り
、そ
れ
を
無
視
し
た
国
際
的
支
援
の
約
束
だ
け

　
　
　
　
　
が
進
む
中
で
実
際
の
援
助
が
届
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
、と
い
う
現
状
認
識
に
違
い

　
　
　
　
　
は
な
い
。
そ
の
な
か
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
現
地
で
の
援
助
と
と
も
に
、
戦
争
そ
の
も
の
を

　
　
　
　
　
問
う
提
言
活
動
も
平
行
し
て
実
施
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
①
・
カ
レ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
、
〇
八
年
の
子
ど
も
の
顔
の
表
紙
が
非
常
に
印
象
に
残
っ

　
　
　
　
　
　
た
。
や
は
り
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
内
容
を
よ
り
表
わ
す
写
真
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
▼
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ら
し
さ
、海
外
に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
う
と
い
う
な
か
で
写
真
を
選
定
し
て

　
　
　
　
　
い
る
。
意
見
は
今
後
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
問
②
・
中
東
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
し
て
、前
回
か
ら
三
ヵ
月
経
過
し
た
が
、進
捗
は
？

　
　
　
　
▼
今
後
一
年
間
か
け
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
以
外
の
セ
ク
タ
ー
と
も
積
極
的
に
議
論
し
、
効
果
的

　
　
　
　
　
／
実
質
的
な
政
策
提
言
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
現
在
検
討
中
。困
難
を
伴
う
の

　
　
　
　
　
で
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
ほ
し
い
。

質
問
③
・
一
昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
水
曜
講
座
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
は
？

　
　
　
　
▼
一
昨
年
ま
で
は
「
定
期
開
催
」
に
注
力
し
て
い
た
が
、
現
在
は
「
時
事
を
捉
え
た
開

　
　
　
　
　
催
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
視
し
て
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
く
。

質
問
④
・
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
い
て
、
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
海
外
か
ら
の
大

　
　
　
　
資
金
を
獲
得
し
て
い
る
事
例
を
聞
く
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
、
国
外
へ
の
情
報
発
信
や
国
際
会
議

　
　
　
　
へ
の
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
な
ど
を
よ
り
積
極
的
に
行
な
う
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
の
明
確
な
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に
資
金
が
つ
く
こ
と
は
明
確
。
し
か
し
、
資
金
の

　
　
　
　
　
た
め
に
活
動
を
作
り
出
す
の
か
、
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
に
は
常
に
苦
慮
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
②
・「
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が

　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
し
進
め
て
い
る
。「
ま
ず
は
行
動
す
る
」
と
い
う
姿
勢
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
▼
激
励
と
し
て
う
れ
し
く
う
け
と
め
る
。
そ
う
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
協

　
　
　
　
　
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問
⑤
・
貧
富
の
格
差
が
激
し
い
南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ
の
格
差
是
正
の
た
め
の
政
策
提
言

　
　
　
　
活
動
は
実
施
し
な
い
の
か
？

　
　
　
　
▼
国
全
体
の
貧
富
の
格
差
に
対
し
て
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
そ
の
中
で
、農
村
地
域
で
の
持
続
的
農
業
の
活
動
を
通
し
て
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
示

　
　
　
　
　
し
て
い
る
。
昨
今
の
食
糧
価
格
高
騰
問
題
に
対
し
て
も
、
そ
の
考
え
が
有
効
で
あ
る

　
　
　
　
　
旨
の
発
信
を
行
な
っ
て
い
る
。

質
問
⑥
・
地
方
で
一
人
き
り
で
会
員
で
い
る
よ
う
な
人
へ
の
精
神
的
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
？

　
　
　
　
▼
地
方
に
出
向
い
て
い
き
た
い
気
持
ち
は
あ
る
。
具
体
案
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
⑦
・
計
画
に
あ
っ
た
「
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
づ
く
り
」
に
興
味
が
あ
る
。
数
値
目
標
は
？

　
　
　
　
▼
ま
ず
は
小
規
模
に
、実
質
的
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
と
現
場
の
活
動
を
つ
な
げ

　
　
　
　
　
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
後
の
可
能
性
も
見
て
い
き
た
い
。

08年度計画・予算に関する質疑応答 07年度報告・決算に
関する質疑応答
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普通の中年サラリーマンの生活感覚で、暮らしを、
街を、社会を、そして世界を見据えたいと思ってい
ます。50歳を挟んで3年間を故郷で暮らした地方
の生活者視点も大切にしたいと思います。今年は近
くにいるので色々お手伝いします。

大野 和興

(株)博報堂勤務、前新潟県広報監 他

アイネス・バスカビル

磯田 厚子

大河内 秀人

金 敬黙

高島 哲夫

熊岡 路矢

齋藤 誠

嶋 紀晶

清水 俊弘

田中 優

谷山 博史

星野 昌子

黒田 かをり

樋口 達

世界は今、人の痛みより自分の利益を優先する仕組
みによって追い詰められています。JVCは現地の
人々の痛みがわかり、彼らのイニシアチブを大切に
する団体です。理事として、会員の皆さまに協力し
ていただける仕組み作りに協力したいと思います。

最近は企業の社会的責任（CSR）の問題に取り組
んでいます。日本の企業にCSRを理解させるに
は、NGOが関心を持ち、強力に活動することが不
可欠です。就任期間も長くなりましたが、この問
題もあるので引き続き務めさせていただきます。

JVC事務局の責任者として、個性豊かな理事のア
ドバイスをどう活かすことができるかが積年の課
題。食糧高騰問題や紛争分析、CSRといったJVC
と関連する諸問題に広い視野で取り組めるよう、理
事会と事務局の接点としての役割を果たしたい。

引き続き代表理事を務めることになった。今後、
JVCとして新しい動き・運動をつくり出していく
には、新しい人とのつながりを作っていく必要があ
る。その意味で、日本全国にいる会員の皆さまはな
によりの財産。ぜひ一緒に取り組んでいきたい。

JVCと出会って26年。山あり谷ありのお付き合
いでしたが、ここ大阪でしっかりとした山をつく
り、現地のスタッフや東京のスタッフの思い・実
践を多くの人たちに伝え、JVCの活動につなげた
いと思います。みなさんよろしくお願いします。

このたびは、新しくJVCの理事に就任することに
なりました。ローカルな視点（東海地域在住）と
トランスナショナルな視点（外国籍市民）を活か
しながら、ともに悩み、行動したいと思います。

中京大学国際教養学部准教授/JVC OB

JVC OB / NGO「ワラボラ」代表

弁護士/日本弁護士連合会国際人権問題
委員会アジア部会部会長

もうずいぶ長く理事をやらせてもたっらので、そ
ろそろかなと思っていたら食糧危機、もう少しお
手伝いできれば光栄と思っています。とくに国内
の農業現場とのつなぎを心がけます。

農業ジャーナリスト

JVC前代表/東京大学大学院客員教授 他

1980年インドシナ難民救援とJVC創設に参加
し、多くを経験して進んで来ました。会員のご支
援の下、活動地に「平和と笑顔」を回復したこと
が喜びでした。今後も皆様の励ましが原動力で
す。変わらぬご支援をお願い申し上げます。

JVC代表理事/ JANIC副理事長

JVC副代表/女子栄養大学教授

JVCコンサート実行委員長

JVC特別顧問/難民認定審査参与員 他

CSOネットワーク共同事業責任者

弁護士/公認会計士

未来バンク事業組合理事長/ap bank監事 /
中間法人「天然住宅」副代表 他

JVC事務局長/地雷廃絶日本
キャンペーン運営委員

浄土宗見樹院、寿光院住職/パレスチナ
子どものキャンペーン常務理事 他

JVC理事・監事から一言いただきました。
今年は2年に1度の役員改選の年でした。会員総会の場で改選を行ないまして、
JVCの新しい役員（理事・監事）の顔ぶれが決まりました。自団体ながら、なか
なかに多士済々。一言ずついただきましたので、ぜひご覧ください。

理事：13名

監事：2名

新任

新任

新任

（50音順）

JVCの会員になってからまだ10年弱しかたって
いませんが、この度、監事という形で関わらせてい
ただくことになり、とても嬉しく思っています。
JVCに強く共感を抱くのは、複雑化する国際政治
の中でも常に現場を第一に考えるその姿勢です。

（都合によりコメントはいただけませんでした）

“NGO”という言葉と共にJVCに初めて出会った
のが20数年前。それ以来、NGOとは？ 開発と
は？ 市民社会とは？ と問い続けてきました。こ
れからも、つねにJVCは、私の鏡であり続けると
思っています。

It has been a privilege for me to be a JVC board member!
It has been a privilege for me to be a volunteer that has
led the JVC Benefit Concerts in Tokyo (since 1988) and
Osaka (since 1993).  It has been a privilege for me and
my husband to visit all of JVC projects (genba) over the
years and to see first hand the real work of helping needy
people become self-sufficient and again self-respecting!

食糧価格高騰や環境問題深刻化で、困難にあえぐ
人が増え、NGOの役割はますます重要になって
います。地元の資源と権利を守り安心できる暮ら
しをつくろうとする人々を、支えたい。真に役立
つ事業展開に尽力します。

最近、他団体からJVCへの信頼・尊敬の言葉をよ
く聞く。しかし、それに見合う資金をJVCは集め
られているだろうか。日本発NGOのアイデンティ
ティを強固にするためにも、国際会議への出席も
含めた海外への情報発信を増やしていくべきでは。
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ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
は
、
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
下
で
政
治
囚
と
し
て
の
二
十

七
年
を
送
っ
た
後
、
一
九
九
〇
年
に
釈

放
さ
れ
た
。
マ
ン
デ
ラ
の
写
真
や
書
い

た
も
の
を
公
表
す
る
こ
と
は
厳
し
く
禁

じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
人
々
が
知
っ
て

い
る
の
は
若
く
精
悍
な
姿
の
マ
ン
デ
ラ

だ
っ
た
。
釈
放
さ
れ
刑
務
所
か
ら
出
て

き
た
マ
ン
デ
ラ
を
人
々
は
歓
喜
を
持
っ

て
迎
え
た
が
、
白
髪
で
温
和
な
お
じ
い

さ
ん
に
な
っ
た
姿
に
驚
き
、
二
十
七
年

と
い
う
時
の
長
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
獄
中
に
囚
わ
れ
て
い

た
マ
ン
デ
ラ
と
、
そ
こ
で
マ
ン
デ
ラ
の

看
守
と
な
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
が
、
マ
ン

デ
ラ
の
人
間
愛
と
知
性
に
触
れ
変
わ
っ

て
い
く
姿
を
描
い
た
も
の
だ
。
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
一
員
で
あ
る
白
人
看

守
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
、
そ
の
時
代

の
矛
盾
と
悲
し
み
が
よ
り
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
る
。
　

　
こ
の
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

マ
ン
デ
ラ
の
次
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。「
肌
の
色
や
生
ま
れ
育
ち
、宗
教

　私の乗っていたフライトに遅延が

あり、次に乗り継ぐ国内線の搭乗が
きゅうきょ

急遽国際空港から地方空港へ変更と

なった。フライトに遅れはつきもの

だが、困ったのは変更先の地方空港。

バスでその空港まで送ってくれたは

いいのだが、そこでの職員はすべて

現地の言葉でのみ案内する。案内板

も多少英語で書かれているものも

あったが、大半はそこの言葉のみ。そ

この言葉がわからない人たちはかな

り困っていたが、なんとか皆飛行機

に乗り込むことができた…。

自動車整備士/
JVCスーダン テクニカルアドバイザー　坂本 健

スタッフのひとりごと

映画『マンデラの名もなき看守』
監督：ビレ・アウグスト／仏・独・ベルギー・伊・南ア合作／117分

みるよむきく

助けられない?

イラスト／かじの 倫子

　実はこれ、日本の空港での話である。

これは普通の光景なのかもしれない。

だが、久しぶりに帰国した私は違和

感を覚えたのだ、あちこちで外国の

人が困っているのに、皆知らぬ振り

で通り過ぎることに。私が活動して

いるスーダン南部のジュバにもしっ

かり国際空港があって、近隣国へも

問題なく行ける。しかし、空港職員の

簡潔すぎる案内の上に、ここで普段

交わされている言葉を私はほとんど

話せないために、いつ行っても本当

に出発できるのか不安になる。ただ、

そこでは誰かに聞けばちゃんと教え

てくれたり助けてくれたりするので

なんとかなっている。

　日本の空港に話を戻すと、そんな

風に他人に構う雰囲気は無い。そう

いう事は空港職員がやることであり、

“お客様”の知るところではないのか

もしれない。しかし、困っている人が

いたら助ける、という事が自然とで

きないものだろうか。困っていた外

国の人2、3人を職員代わりに案内し

た後、機内から久々に見る富士山を

眺めながらそんなことを考えていた。

みるよむきく

スタッフのひとりごと

な
ど
を
理
由
に
生
ま
れ
つ
き
他
者
を
憎

む
者
な
ど
い
な
い
。
人
は
憎
し
み
を
学

ぶ
の
だ
。
憎
し
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
愛
す
る
こ
と
も
学
べ
る
は
ず

だ
。
な
ぜ
な
ら
愛
は
、
人
間
の
本
性
に

よ
り
自
然
に
よ
り
そ
う
も
の
だ
か
ら

だ
」（『
自
由
の
へ
長
い
道
』、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）。今

で
も
世
界
中
で
紛
争
が
絶
え
な
い
中

で
、
私
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
言

葉
だ
と
思
う
。

　
私
は
、
マ
ン
デ
ラ
が
議
長
を
務
め
た

Ａ
Ｎ
Ｃ
（
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
）
で
働
い
て

い
た
時
に
、
幸
運
に
も
彼
と
会
っ
て
話

を
聞
く
と
い
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。「
カ
リ
ス
マ
」
と
い
う
よ
り
、
や

さ
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
ど
ん
な

人
の
話
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
姿
が

心
に
残
っ
て
い
る
。

　
九
四
年
に
民
主
化
後
の
初
代
大
統
領

と
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
は
、
九
九
年
に
政

界
を
引
退
し
た
。
今
年
七
月
に
九
十
歳

に
な
る
。
今
で
も
世
界
中
か
ら
賞
を
捧

げ
た
い
と
申
し
出
が
あ
る
が
、「
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
担
う
人
に
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
断
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

ど
ん
な
賞
よ
り
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
憎
し
み
で
は
な

く
、
愛
が
あ
ふ
れ
る
社
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い

る
と
思
う
。

（
南
ア
フ
リ
カ
現
地
代
表

　
　
　
　
　
　
　
津
山 

直
子
）

『マンデラの名もなき看守』　シネカノン有楽町1丁目、渋谷シネマGAGA! ほかにて公開中。
公式サイト：http://mandela.gyao.jp/   (C) 2007 Arsam International / banana Films /
X Filme / Future Film BG Limited / Film Afrika / Forema
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JVCプロジェクト一覧
2008年3月後半～2008年5月前半

■森林保全
　生活の源である森を守り、

村の権利を確保する活動を行

なっている。産業植林の影響

で近隣村との境界線問題が起

きているヒンブン郡パーチュ

ア村で土地森林委譲を実施。森林ボランティアを育成する村で

は、減少傾向にある林産物の利用計画についてワークショップ

を開催する予定。カムアン県におけるプロジェクトの終了を9

月に控えており、終了前評価を4月に実施。終了に向けて各村

で必要なフォローアップを整理し、実施していく。

■複合農業・生活改善
　十分な食料確保のため、稲作技術改善として幼苗一本植え

（SRI）を4村で実施している。ある村では、通常植えで「穂い

もち病」の被害が起きているが、SRI実施の田は病気になってお

らず、SRI農法へ関心が集まっている。他村の乾季作技術も学び

合うため、3村から24名の村人が集まり農民交流を4月下旬

に実施した。ほか、井戸のプラットフォーム作成を3村で実施。

また4月の終了前評価で、コメ銀行、家庭菜園などフォローアッ

プが必要な点をまとめ、実施している。（以上尾崎）

ラオス

■幼苗一本植えを率先して実践し、
　村人に広めている農民カイさん。

JVCは、現在10の国/地域で活動しています。

パレスチナ

イラク

スーダン

南アフリカ

アフガニスタン

ベトナム

ラオス

カンボジア

タイ

コリア
■生態系に配慮した農業に
　よる生計改善(CLEAN)
　07年からシェムリアップ

県東部の 35 村で活動を行

なっている。幼苗一本植え

（SRI）を紹介するビデオ上映

会を各村で実施。ビデオを見てSRIに関心を持った農民を対象

に研修を実施し17村で570名が参加した。また、栄養菜園研

修を実施し、乾季にも関わらず、約100世帯の農民が自給用の

野菜栽培を行なっている。農民からは「野菜を買う必要もなく、

近所の人が野菜を買いに来るようになった」との声が聞かれた。

■持続的農業と農村開発（SARD）
　安全な水や食糧確保をめざし、94年からカンダール県50村

で活動。小学校の先生が村の人を対象とした環境教育を実施。ま

た、プノンペンでは開発と環境に関する連続講座を実施。

■資料・情報センター（TRC）
　持続的農業、農村開発、環境に関する資料を94年から提供。

地方に設置した分室であるコミュニティー資料センター（CRC）

の活動状況のモニタリング調査を開始した。

■技術学校
　1985年に政府と合意し、プノンペンで職業訓練校と付設整

備工場を開始。移転のための準備を進めている。プノンペン市

の建設許可が下りるのを待って、移転を開始する予定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上山崎）

カンボジア

■村の人に森と水の関係について説
　明する先生。

■農村派遣研修
　国際協力や自然環境保護に

関心のある人を対象に、タイ

の農村に滞在し、「開発」、

「NGO の役割」、「生きるこ

と」について村人と一緒に考

え・学ぶ研修プログラムを実施している。研修生2人は、5月

7日から国内研修を開始。福島県と千葉県では有機農家の協力で

農作業の実習をした。研修生は5月17日よりタイに渡る。

■スタディーツアー
　JVCが活動してきた東北タイを訪問するスタディーツアーを

3月中旬に行なった。ムクダハン県では農作業体験としてマン

ゴーの植樹をした。強い日差しの中での長時間の農作業を体験

した参加者からは「実際に現場に行って、見て、やってみないと

わからないことがある」という感想をもらった。（以上下田）

タイ

■汗だく、泥まみれになって植えた
　マンゴー。
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■農村開発
　07年度よりホアビン省で

土壌流出防止と食料の安定的

な確保を目指して活動。3月

後半に入り、村人は作物や木

を植える季節を迎えた。寒波

の影響により今年は米を一回しか作れない世帯が多く、畑で育

てるトウモロコシや雑穀への期待が高まっている。等高線農業

に取り組む村人は3月までに立てた計画に沿って、マメ科の植

物やみかんの苗木を植えた。また、5つの集落で共有林への植

林と苗畑つくりが行なわれた。村人の一部はこれまでにも苗木

づくりに取り組んだが成功しなかった。そこで、JVCが苗畑つ

くりのための研修を行なった。その後、コツをつかんだ村人の

一部が自宅で苗畑を作り始めた。

■ネットワーク
　4月8日にデンマークのNGO、ADDAが開催した「参加型

保証制度」に関するワークショップにナムソン村の村づくり委

員会の代表2名と参加した。参加者はベトナム北部で有機農産

物を生産している生産者、ハノイの消費者と業者、国際NGOな

どである。（以上伊能）

ベトナム

■バクソン村ハイチェン集落での苗
　畑つくり。

■環境保全型農業
　（東ケープ州）
　安定した食料生産と農村地

域の復興を目指し、環境保全

型農業の研修と普及を実施し

ている。カラ地区で他の村人

に教える資質を向上させる研修に参加した農民が、村内や近隣

の村で新規実践者に教えている。食料や化学肥料などが高騰す

る中で、JVCが村人と実践してきた有機無農薬栽培による農業

で自給率をあげることは、外部要因の影響を受けずに食料を確

保していく点でもより重要になっている。（津山）

■HIV/エイズ（リンポポ州）
　感染予防、在宅介護、HIV陽性者およびエイズで親を亡くし

た遺児への支援を実施している。在宅介護のボランティアを対

象にHIV/エイズの症状や治療についての研修を3月下旬に行

なった。また、予防啓発を行なう現地NGO「Love Life」の研

修に参加した青年が、地域の青少年を対象とした予防啓発活動

を始めた。学校とも協力し、継続的な予防啓発活動を実施して

いく予定。栄養改善を目的とする野菜栽培では、エイズ遺児や

貧困家庭の子どもたちを対象とした給食センターで、自前の野

菜を給食に使っていけるように菜園研修を始めた。（水寄）

南アフリカ

■大きなかぼちゃを収穫したロマ村
　のミニンジさん。

■ガン・白血病医療支援
　不足している医薬品を

JIM-NET（日本イラク医療支援

ネットワーク）との連携で提供。

引き続きバグダッド、バス

ラ、モスルの4つの病院に抗

ガン剤や抗生物質などの医薬品を支援した。

■国内避難民支援
　食や医療など基本的なニーズにアクセスできない避難民に対

して、特に困難な状況にある家族を対象に食料支援を行なって

きた。引き続き配布をすべく、現地の団体と協議を続けている。

■バスラ緊急支援
　戦闘状態になったバスラにおいて、JIM-NETとの提携でク

ウェートから国境を越えたすぐのサフワン、ズベイル両地区で

給水支援、ズベイル地区の貧困家庭に食料支援を行なった。

■シンポジウム「イラク戦争から5年」
　イラク戦争から5年を迎えた3月20日に、混迷が続く中東

の状況と国際社会の役割について、ジャーナリズム（アジアプレス

野中氏）、アカデミズム（国際政治学者武者小路氏）、NGO（JVC）の3

つのセクターによるシンポジウムを開催した。（以上谷山）

イラク

■イラク戦争から5年目の日にシン
　ポジウムを開催。

■車両整備を通じた難民
　帰還支援
　国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）との事業提携契

約に基づき、車両整備による

難民帰還支援事業と、元難民

の若者を対象にした整備士研修による帰還民定着支援事業の活

動を行なっている。JVC整備工場の評判が広まるにつれて、工

場に持ち込まれる国際NGOや南部スーダン政府などの車両が

増加し、08年に入り、毎月の整備台数はなお増加傾向にある。

　現在14名の研修生がいるが、4月より技術の向上が著しく

作業への責任感が強い2名を見習工（アシスタント・メカニッ

ク）に抜てきした。彼らは研修生の中心となって整備作業にあ

たるほか、他の研修生に工具の管理を割り振るなどしている。

　4月には、スーダン全体で国勢調査が行なわれた。この調査

は、05年の南北間合意に基づいた和平プロセスの一環であり、

来年予定されている統一議会選挙の準備でもある。しかし、ダ

ルフール反政府勢力の存在や、南部でも不安定な治安や限られ

た交通手段のために十分な調査が実施できなかった地域が多く、

全土を網羅した調査にはならなかった模様である。（今井）

スーダン

■見習工に抜てきされ、作業に熱が
　入る研修生マリッシュ。
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2008年3月後半～2008年5月前半

■女性と子どもの健康改
　善のための地域保健事業
　現地代表と日本人看護師が

3月末まで約2週間滞在し、

新たに始まるサブセンター

（小規模診療所）の活動や村

での母親教室実施のための段取りを整えた。

◎診療所支援：外来診療や妊産婦検診など各活動のより一層の

改善に向けて担当者を対象とした聞き取りによるモニタリング

を試験的に実施した。

◎地域保健員活動：マラリア予防のために今年も蚊帳を乳幼児

や妊産婦のいる家族を優先に配布した。

◎伝統産婆支援：3ヵ月に1回行なっている出産介助キット配布

を1村で実施した。

■教育支援
　2月に実施した研修成果を計るため郡の教育局担当者と学校を

訪問しモニタリングを行なった。

■政策提言・ネットワーク
　4月20日、米軍が突然JVCの支援する診療所周辺に訪れ、職

員や村人に食料や毛布を配布したことを重く見、NGO間で情報

交換後、軍民調整作業部会会議で“武器所持者の医療施設侵入

の違法性”や“NGO職員が巻き込まれ危険に晒される懸念”を

直接米軍に抗議。米軍からの明確な回答はなかったが、軍内部

で問題を共有すると約束させた。（以上長谷部）

アフガ

■蚊帳を渡す家族を確認する地域
　保健員。

■幼稚園児栄養改善支援
　ガザの幼稚園児約550人

への栄養改善支援。西岸ヘブ

ロン産の牛乳と西岸ラマッ

ラー産のビスケットを配布

中。園児たちへの聴覚障害早

期発見検査終了。ガザの栄養失調児への治療用栄養食提供プロ

ジェクトが4月から再開。（小林）

■巡回診療支援
　エルサレムの医療NGOによる巡回診療・健康教育を支援。医

師による健康診断や応急処置講習、保健指導員による健康教育

をエルサレムの壁の両側の学校で実施。東京担当であり看護師

の藤屋が現地訪問、活動視察と現地医療スタッフとの会議を重

ねた。（小林・福田）

■子どもの文化・教育支援
　ベツレヘムの難民キャンプのハンダラ文化センターを日本か

らボランティアが訪問し、キャンプの人々と交流した。（福田）

■収入創出支援
　上記センターの女性グループの刺繍プロジェクトを支援。3月

末にはサルフィートへの研修旅行を行ない、他の女性グループ

との情報交換、交流などを行なった。平和念珠は新メンバーで

制作中。（福田）

■アドボカシー／平和創造・平和構築
　今年度末開催予定のエルサレムでの宗教者間対話の準備調整

開始。平和構築者との関係構築も進めている。東京では現地担

当の帰国に合わせた報告会、5月にはナクバに関するイベントを

ボランティアチーム企画で実施し、多くの人たちが参加した。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林・福田）

パレスチナ

■東京担当の藤屋（右）も医療活動
　に参加。

ニスタン

■『南北コリアと日本のと
　もだち展』（子ども絵画
　交流）
　6月下旬の東京展開催にあ

たり、3月末に実行委員メン

バーが平壌を訪問し、平壌市

内の小学校に対して絵画の出品を依頼した。なお、9月の韓国展

の日程が決定し、主催の韓国NGO「オリニオッケドンム」と相

互訪問を合意した。

　国内での巡回展示も引き続き開催されている。3月に開かれた

ワンコリアフェスティバルでは屋外で約50点ほどを展示し、子

ども向けのブースを開設した。4月には、築地本願寺の花祭りの

行事として絵画を展示。5月には、神奈川県内の2ヵ所で展示が

行なわれた。スペースWEWE（相模原市）では、絵画展ととも

に、昨年のソウル展に参加した相模原市在住の子どもからの報

告があった。あーすフェスタかながわ（横浜市）では、「かなが

わのともだち展」として県内から約200点が集まった。（寺西）

コリア

■代々木公園で行なわれたワンコリ
　アフェスティバル。

■スタッフ会議
　東京スタッフと現地スタッ

フが一堂に会してのスタッフ

会議を、狭山・智光山荘にて

4月上旬に開催した。普段は

距離のある現場と東京との間

のコミュニケーションを深める良い機会となった。

　1泊2日の会議では、各事業毎の良い点／課題点を共有、JVC

の中期目標と照らし合わせて、現在の活動の方向性を再確認し

た。その過程で、中期目標もより現状に即したものに改訂した。

続いて、企業と協働のあり方、財政状況、地域開発系活動におけ

る意思決定のあり方などについても議論を重ねた。さまざまな

課題が見えてきた意義ある会議となった。（細野）

国内活動

■各事業の良い点、改善点を皆で出
　し合い共有した。
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以
前
か
ら
、

現
場
で
活
動

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
運
営
に
興

味
が
あ
っ
て

イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
各
国
で
の
活
動
に
加

え
、
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
提
言
な
ど
国

内
へ
の
発
信
を
通
じ
て
多
彩
な
人
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

加
藤 

真
希

調
査
研
究
・
政
策
提
言
イ
ン
タ
ー
ン

大
学
で
国
際

社
会
を
学
び
、

国
際
協
力
に

興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
タ
イ

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
行
き
、
机
の
上

で
の
学
び
と
、
行
っ
て
感
じ
る
こ
と

の
大
き
な
違
い
を
知
り
ま
し
た
。
こ

の
一
年
、
貴
重
な
経
験
や
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
聞
な
ど
で

パ
レ
ス
チ
ナ

の
話
を
聞
く

度
に
、
こ
の

地
域
に
関
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
始

ま
っ
て
ま
だ
一
ヵ
月
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 十

ウ
ン
年
の

宮
仕
え
の
後

に
、
大
学
で
農

業
・
農
村
開
発

を
勉
強
し
て

お
り
ま
す
。
持
続
可
能
で
安
心
で
き

る
生
活
の
実
現
を
目
指
す
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

実
践
の
一
端
な
り
を
盗
ま
せ
て
い
た

だ
き
つ
つ
、
持
続
可
能
な
生
計
の
構

築
を
考
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

新
イ
ン
タ
ー
ン
紹
介

　
会
員
総
会
と
同
時
開
催
す
る
こ
と

が
最
近
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
会
員
の
集
い
」。
今
年
も
会
員
総

会
の
後
に
開
催
し
ま
し
た
。
以
下
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
議
論

を
行
な
い
ま
し
た
。
①
南
ア
フ
リ
カ

現
地
駐
在
員
の
水
寄
を
交
え
て
Ｈ
Ｉ

Ｖ
陽
性
者
の
暮
ら
し
を
考
え
る
グ

ル
ー
プ
、
②
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い

て
知
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
ど
う
関
わ

る
か
を
議
論
す
る
グ
ル
ー
プ
、
そ
し

て
③
千
葉
県
三
里
塚
で
農
業
を
し
て

い
る
相
川
さ
ん
を
招
い
て
農
業
に
つ

い
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
③
で
は
、
相
川
さ
ん
が

生
い
立
ち
や
日
々
の
暮
ら
し
な
ど
に

触
れ
ら
れ
て
、「
開
発
」
と
い
う
言
葉

短
期
大
学
を

卒
業
後
三
年

間
ほ
ど
働
き
、

そ
の
後
改
め

て
大
学
に
編

入
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
か
ら
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

再
び
学
び
始
め
た
今
、
実
際
に
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
イ
ン

タ
ー
ン
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

金
子 
清
佳

カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
イ
ン
タ
ー
ン

塩
見 

正
裕

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
イ
ン
タ
ー
ン

高
橋 

裕
樹

パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
イ
ン
タ
ー
ン

パ
レ
ス
チ
ナ

担
当
藤
屋
さ

ん
の
大
学
で

の
講
義
が

き
っ
か
け
で

応
募
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
生
の
現

場
を
体
験
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
は
、
自

分
の
中
の
国
際
協
力
の
軸
を
作
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

日
野 

桜
子

会
員
担
当
イ
ン
タ
ー
ン

平
塚 

祥
子

広
報
イ
ン
タ
ー
ン

教
職
や
子
育

て
の
中
で
開

発
教
育
へ
の

興
味
か
ら
Ｊ

Ｖ
Ｃ
を
知
り

ま
し
た
。
夫
が
伝
農
牧
師
に
出
会
う

↓
そ
の
稲
刈
り
で
ク
ル
ド
難
民
家
族

に
出
会
う
↓
そ
の
支
援
活
動
の
中
で

「
と
も
だ
ち
展
」
に
出
会
う
。
や
っ
て

き
た
様
々
な
事
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
の
出

会
い
で
一
つ
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

堀 

陽
子

カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
イ
ン
タ
ー
ン

将
来
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を

目
指
し
て
い

る
の
で
す
が
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
支

援
に
と
ど
ま
ら
ず
政
策
提
言
な
ど
の

働
き
か
け
も
し
て
い
て
、
是
非
関
わ

り
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
将
来
必
須
だ
と

思
う
の
で
頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
す
！

村
上 

力

Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
の
集
い

今
年
も
開
催
！

　
毎
年
恒
例
の
イ
ン
タ
ー
ン
紹

介
で
す
が
、
今
年
は
ほ
ぼ
狙
い

通
り
の
八
名
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
個
性
的

な
面
々
が
揃
っ
た
!?
と
い
う
印

象
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ン

■JVC会員を相手に、地元での農業の様子
　や暮らしについて話す相川さん（左）。

の
捉
え
方
が
普
通
の
人
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

で
異
な
る
こ
と
、（
相
川
さ
ん
の
よ
う

な
）
歳
の
若
い
人
が
田
ん
ぼ
に
い
る

と
相
当
珍
し
が
ら
れ
る
こ
と
、
都
会

か
ら
の
新
規
就
農
の
人
た
ち
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら

の
質
問
に
も
答
え
な
が
ら
話
は
進
み
、

次
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
農

村
の
活
動
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
観
ま
し
た
。
最
後
に
日
本
と
ラ
オ

ス
の
農
村
の
話
の
中
か
ら
気
に
な
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
拾
い
出
し
て
皆
で

共
有
し
て
、
様
々
な
状
況
や
問
題
意

識
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
他
の
グ
ル
ー
プ
で
も
和
や
か
な
な

か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
真
剣
な
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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募金にご協力ありがとうございます
JVCの活動は、皆さまの募金に支えられています。

　毎年、この号の編集前後が個人的に1年
で一番忙しい。総会準備+T&E入稿+認定
NPO 報告に加えて、今年はクレジット
カード募金のシステム構築も。にも関わら
ず、Google Developers Dayに全日参加
してしまった。半分は現実逃避だが、改め
てGoogleの凄さを実感。どこまで使って
いいものやら怖い部分もあるが、NPO/
NGOはまだまだwebを使いこなせていな
い。MT4とともに、今年はやりますよ。(H)

編 集 後 記

3月計

4月計

189,500 円 / 21 件
317,500 円 / 20 件

②犬養道子「みどり一本」募金

JVC活動地での環境保全活動に使われます。

　　口座番号：00100-8-212497

　　加入者名：犬養道子「みどり一本」

会員専用ページパスワード （7～ 8月） →→→ 8Uip3EcBQ6

JVCへの募金は税の優遇措置を受けることができます。

※JVCホームページの会員専用ページでは、T&Eのバックナンバーを順次公開
　中です。現在、この作業を手伝って下さる方を募集中。細野までご連絡を！

③JVCマンスリー募金

3月計

4月計

銀行や郵便局の口座からの自動引き落としを利

用する手軽な募金方法です。

1,674,900 円 / 1,442 件
1,664,900 円 / 1,440 件

① JVC募金 (郵便振替)

3月計

4月計

JVCの各国での活動に役立てられます。募金先

をご指定いただくこともできます。

　　口座番号：00190-9-27495

　　加入者名：JVC東京事務所

  5,106,960 円
10,847,846 円

無指定

タイ　

カンボジア

ラオス

ベトナム

南アフリカ

パレスチナ

アフガニスタン

コリア

イラク

スーダン

784,309円

0円

279,272円

315,200円

102,600円

25,000円

1,501,747円

1,260,360円

0円

138,472円

700,000円

4,506,045円

7,500円

5,626,198円

458,800円

10,500円

11,716円

73,120円

20,000円

0円

126,550円

7,417円

3月   4月

昨今の食糧価格の高騰に関連して、JVC

は以下の3つの提案をまとめた提言書を

出しました。

食糧価格の高騰に対する提言書を出しました

長期的視野に立ち、地域の資源を地域
で活かす持続的な農業へ舵を切るとき

アフリカ・アジアの農村で活動する国際協力NGOからの提言

1. 食糧価格高騰から招いた食糧危
　 機の問題を、行き過ぎた「食」と
　「農」のグローバル化の問題とし
　 てとらえ、根本的な見直しを図
　 ること。
2. 地域の文化やシステムを壊さな

 　い支援を行なうこと。
3. 持続的な「食」と「農」を基調に、日本の
　 農業政策を見直すこと。

この提言書の全文をご覧になりたい方は、JVCホームページ

にアクセスされるか、事務局までご連絡ください。また、この

問題に関連する連続セミナーを7月に開催することが決まりま

した。こちらも詳細はホームページをご覧ください。

皆様のクレジットカードでJVCへの
募金ができるようになります。

　6月末から、JVC への募金にクレジットカード（VISA/

Masterのみ）を使うことができるようになります。今までも

一部のオンライン募金でクレジットカードは利用できました

が、JVC本体としてもご利用いただける体制を整えました。

　通常のショッピングと同じように、募金額に応じていわゆる

「ポイント」も貯まります。郵便局や銀行まで行くのが難しい

方、カードのポイントを貯めたい方は、ぜひご検討ください。

また、決済サービス自体は外部の専門業者に委託しており、

JVCが皆様のクレジットカード番号などを保持することはあり

ません。安心してご利用いただけます。ご利用のお申し込みは

JVCホームページをご覧ください。不明な点がありましたら、

事務局までご連絡ください。

※お申し込みは、ホームページからのみとなっています。



　日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980年 2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVCの活動目的は、国
際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつく
り出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志でJVCに参加し、活動を継続してきました。JVCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任あ
る行動をとる」という意味で団体名として使っています。

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

■JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション(説明会)へお越しください。
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八
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二
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行
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・
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月
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十
日
発
行
）

発
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人
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編
集
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＝
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・
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俊
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編
集
ス
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・
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発
行
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日
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込
）

　会員は総会に出席し、JVCの方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参
加することができます。会員の方には年6回この会報誌と
年次報告書をお届けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。

入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申し
込み、住所変更などは会員担当の寺西へ。
　　　　　　　　　　　　　→ s-tera@ngo-jvc.net

■ホームページ
　　http://www.ngo-jvc.net/

■E-mail
　　info@ngo-jvc.net

JVCの活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
（無料。予約不要です）
　　第1月曜日 午後7：00－ 8：30
　　第2・第 4土曜日 午後2：00－ 3：30
　　※会場はJVC東京事務所です。

会員数 (6月 17日現在 )  合計 1,321人
　    ( 正会員  637人　賛助会員  684人 )

（
試
行
錯
誤
）　
二
百
六
十
七
号

本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られた用紙
「間伐材印刷用紙」（古紙90%、間伐材パルプ10%）で
作成しました。 間

伐は みどりを育てる
深呼

吸

暮らし
LIFEWORK ITEMS

道具
83

を彩る

Sudan

南部スーダンの伝統楽器：アドゥング(Adung)

南部スーダンの中でも最南部の村、カジュケジ村の出身者による
演奏風景で、国連関連のイベントでのひとコマ。
竪琴のように指で弾いて旋律を奏でる。

（スーダン南部ジュバにて）
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